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  若者と新聞  

********************************************************************** 

 自分の子どもが大人になったら、新聞を読んでもらいたいですか－。中学生

以下の子どもを持つ親の 89％が「イエス」と答え、子どもが成長して新聞を読

んでいる姿を思い浮かべています。博報堂ＤＹメディアパートナーズによる首

都圏、京阪神圏での調査（2008 年）の結果です。同じ調査で未成年者の 93％は

「大人になったら新聞を読んでいたい」と答えています。親の姿を見習ってい

るのでしょうか。新聞は親から子へと読み継がれていく世代を超えた普遍性が

ある、と調査担当者は分析しています。  

 

家庭の団らんを描いたテレビＣＭや雑誌の写真、イラストに、新聞を読みな

がら家族でくつろぐシーンがよく出てきます。「大人･家庭＝新聞」のイメージ

がＣＭの作り手、受け手に浸透している、と大手広告代理店の知人が話してく

れました。新聞は家族の会話を弾ませます。同時に、自ら情報を探し、記事を

読み解き、自分の考えをまとめることのできる媒体でもあります。テレビ、イ

ンターネットとはひと味違った役割を担っています。  

 

 一方で若者の活字離れ、新聞離れが言われています。地場企業の幹部は新入

社員の読解力、文章力、コミュニケーション能力の低さに頭を抱え、新入社員

に新聞を読むよう勧めているそうです。しかしながら、比治山大学短期大学部

粟屋ゼミの学生による大学生の新聞に対する興味･関心度実態調査(2008 年)で

は新聞を読んでいる学生は 42％と半数を切っているそうです。  

 

中国新聞社は新入社員研修の支援のほか、学生に対しても新聞を読むメリッ

トを伝える取り組みをしています。就職活動へ向けての新聞の読み方講座には

大学のキャリアセンターなどから多くの申し込みがあります。学内外の話題を

報告するキャンパスリポーターも活躍しています。大学祭で新聞連載をベース

にしたフォーラムやミニコンサートを催したこともあります。  

 

昨年から比治山大学 (教育ネットワーク中国の単位互換)と、広島大学でマス

コミ論、ジャーナリズム論の提携講座を開き、記者を派遣しています。「新聞記

者に魅力を感じた」「政治欄も毎日見ようと思った」。受講生の感想を聞き、心

強く感じています。大学生になったら、就職したら新聞を読む。そんな若者が

増えることを願っています。（中国新聞社ふれあい読者室 部谷修）  

 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

  進  捗  状 況  
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6 月 17 日に備北地区では初めての遠隔授業「経済を見る目を磨く」（細井謙

一教授）が三次高校と広島経済大学を結んで行われました。光回線を用意しま

したので、音声・画像ともスムーズに送ることができました。高校生が熱心に



授業を受ける様子が画面でも伝わり、「大学の授業を聞く機会はめったになく、

離れているのにすごい」と大好評でした。ＮＨＫテレビや中国新聞でも報道さ

れ、備北地区の他の高校からぜひ遠隔授業をしてほしいという声も届いていま

す。授業を担当された細井先生は一緒の教室で授業しているみたいだと話され

ていました。6 月 19、22、26 日に広島女学院大学、7 月には 1、2 年生を対象と

した広島国際大学や広島修道大学の講義が配信されます。  

22 日には戦略的大学連携委員会が開催され、2009 年度の事業の進捗状況と今

後の計画などについて審議されました。  

7 月には中高大連携公開講座（63 講座）が、11 日に三次高校と庄原格致高校、

18 日に吉田高校、25 日に日彰館高校で開かれます。  

広島大学浅原学長は「大学で学ぶということ」を三次高校で、比治山大学高

橋学長は「若者にとって大学とは」を庄原格致高校で保護者を対象にして講演

されます。  

今年度からは進学進路相談も午後に開きます。  

公開講座Ａ・Ｂを各大学で受講してもらうためにバスを運行します。大学か

らの講座情報の提供が遅れましたが、ようやく高校生の希望調査をとるまでに

なりました。（事務局）  
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  会  議  報 告  
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5 月 25 日（月）  

 第２回戦略的大学連携運営委員会（広島市青少年センター）17 時～  

6 月 15 日（月）  

 第３回戦略的大学連携運営委員会（広島市青少年センター）17 時～  

6 月 22 日（月）  

 第１回戦略的大学連携委員会  

（広島国際学院大学立町キャンパス） 14 時 30～  
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  お  知  ら せ  
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◆ひろしまカレッジＷｅｂサイトを公開いたしました。  

http://www.enica.jp/hiroshima/  

※受講システムを一般に公開いたしました。  

◆ひろしまカレッジの講座情報を配信する「ひろしまカレッジメールマガジン」

の登録を開始しています。  

携帯：maga@enica.jp に空メール、ＰＣでは http://melmaga.enica.jp/から登録  

をお願いいたします。  
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＜発行：問合せ先＞  教育ネットワーク中国  
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